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人文ネッlリークは、読者・著訳者・編集者、さらに釜 れ

ば書店・印刷所の方々とも連携して、我が国の人文書出

版の現実を考え、その現実を改革しようという会です。私
たちは、人文書が構想され制作され流通する現実的力

セスの全体を視野に収めつつ、特に制作カ セス、本づく

りの現場に注目しながら一一つまり我が国の出版の社会

的現実における個々の大文書の具体的生産現場と切り

離すことなく一 、一冊の人文書を読解します。要する
に、人文書の内容の読控 、その社会的な現実存在の理

解を結びつけようというわけです。おそらく前者は著訳者
の、そして後者は編集者の役割でしょう。両者の出会いか

ら、新たな現実的知性は発見されるのではないでしょう
か。このニューズレターは、それをめれ て発刊されます。

★    ★     ★     m臓 エネルキ」t油剣 力′↓

本誌では、毎号具体的な本を取り上げることにより、私たちの活動を

ゴ紹介して参ります古第 1回 目はRヴ ィツリオ著 騎謡推と浄レf― 化社

会』です。(桑田講彰)

本づ くりの次学ヘ
●『キ誠朋路田盟醜鵡悔田機会」 ●人文ネット,声考'とは

やく広範な人びとに伝播する社会のことですから、厳密には 「有効情報  を 視野に収めつつ、特に制作プロセスに注目しま坑 大学改革が、カリ

迅速広範伝播社会」と言えるでしょう。ポイントは、そこで流れる情報  キ ュラム・組織・校地校舎などの総合的な改革でなければならないよう

の有効性 。迅速性 ・広範性にあります。 に、人文書倒版改革も、編集企画・著作翻訳・印刷製本・営業販売等す

問題は、その二つの質です。実際には、それらは、たんなる本lla・   べ てに及ぶ、総合的なものにならなければなりません。しかし、大学改

革にも 「授業蘭鞄 という核があるように、出版改革にも核となる部分拙速性 ・大衆性に堕していないでしょう力、情報洪水のせいで受け手の

側の情報許容能カカラミンク寸前になり、受け手は自分の目の前の利害 ・

興味に直接関わるもののみを選別し、あとは聞き流すことになつて、送

が存在します。それが広い意味での制伝要するに本づくりの改革でえ

胤版界は、この本づくりという核の

り手の側も多数の受け手が求める情報を選別的に流すという悪循環が生  主
要部分を、著訳者という外部に決

まな 条件反射的 促撹的とりわけ繊 め t縦 瀾編まできるような  曲
に怖 している点で、

讐 |い

「例 を持った情報らが眼定的に流さ拡"こコこなつて慈曇書言啓父圭をi賢暑岳忍賢猛
いないでしょう力、

りますと人文ネットワークとは、本
要するに、大剰陶ま有効性を限定し、ほんとうの問題解決への 「質的

  づ くりのためにではなく、本づくり

な尉醐圏拍 とでも言うべきものの発見を困難にしているのではない力、
  を 考え改革するために、まずは著訳

●『コ邸慨封路副目的の発見へ向けて

人文ネットワーク↓よ 読者・著訳者・編集者、さらにでき翔ま書店・

印刷所の方々とも連携して、我が国の人文書出版の現笑を考え、その現

実を改革しようという会です。

そのために私たちは、まず人文書出版の現実についての、ほんとうに

有効な情報を、このネットワークを通じて内 申 していきたしヽ

そしてそこから、リアルで強力な 「問い」右簾り上げネット上にのせる

ことをめざします。

このような問いは、思索=行動の現実的なプロセスを始動させるはず

者と編集者が出会う場なのです。

t~9。 じ 切 つに間 而 ・補対 コH兜ぱ刀 」 とい ,実 け手の任患な問し`に財

答を与えることを任務とする既成メディアは、受け手の思索プロセスを

奪し、結局は 「量的な最輌解抽 としての拙速性を実現するのに対し、

私たちは受け手に思索を要求することによつて、ほんとうの問題解決ヘ

の 「質的な尉撤騨抽 務 見したいと思います。

●『情報エネルギー化社会す現実空間の解体と速度が作り出
す空間』ポール ・ヴィリリオ/申 新評論とポストエ

業化社会に立ち現れた中 間のXIBを解明する。2520円

睡 と政治‐地政学から的 待田良彦訳、平は 、物ω円)、酌

滅卜の戦略一グロすパル情報覚配と警察化する戦浄』G朝‖卓風 青払

1680円)、耐静引限翻判 は 難 2ヽ障 円)、隣 と映画ト

蛾 明 朝 御 佑 雛 誌 ・千葉丈婚爪 平用L1 3 6 5円)、隠到珊甥卜撮悪

のシナリオNが 輸削 体調邦権R却 書、1890円)※機込価



Rヴィリリオの世界と『情報エネルギー化社会』

●土屋 進 (本書翻訳者)

本書 『情報ェネルギー化社会一現実空慟 解体規駆動判 出す空劇

QtX12)の原題は 「動力の技術五И″あ ″掟 〃」(1993)。

車や飛行機などの動力技術は人間や事物を物理移動させる技術だつた

しかし現代社会に大きな転換をもたらしている帥 は、人間勒

の させる代わ りに情報を移動させる。移動を支配していた 「内

燃ェンジ均 や 「外燃エンジン」は、徐々にその支配的な地位を 「情報
エンジン」に譲りつつあるのだ。

本書で展開されるのは、こうして作り上げられた 「情報エンジン化社

会」の実相であり、それに至る歴史であり、それが人間社会に波及して

いくプロセスである。本書によつて読者は、「情報エンジン化社会」の基

底に横たわる世界、すなわち 「光の駒   (リアル ・タイム)が 作り出す

「仮想現撲」が、どのように 噺 陶 し、どのように古典物理的な 「時

空」世界を解体し、どのような変容を人間 「砲 にもたらすのかを知

ることができる。

本書の魅力は、グローれ イヒやメディア社会の本質を明ら力Wこしてい

る点である。本書を 「いたずらに危機を煽っている本」とみる読者もい

るかもしれなし、 しかし新しじt賄岡ま、実際に多くの人 の々仕事や生活

を極めて短期間のうちに一変させてしまう。旧来の新技術は、特権を持

つ人から社会全体へと長い時間を力Wナて普及していった。しかし情報に

関わる新技術は、社会全体を鷺ヨ軸轄 き込み、普通の人々の生活感覚

やリズムを一挙に解体してしまう。

メディア化やグロー内 イヒt軸 を抱かない人々は、実際には社会

著 者 プ ロフ ィー ル

●Pa u i  V i t t l i o

193メ彫ミリ生まれ 陛鏑翻 掬 。
建築家、都市設計家としての新新

な空間設計によつてフランス建築

批評大賞を受賞。建築大学学長を

務める。空間技術の専門家である

と同時に、「空間」― を 「速度」
という視点から考える先端思想家
でもある。‐連の書物の中で、速

度技術が社会をどのように構成し

ていくのかを広い経験と知識に基
づいて展開している。ジャーナリ
ズムの世界でも、様々な雑誌の編集

や執筆に活躍している。

の中で既得権を持ち、特権的な地位を享受している人たちだよそして、

この新しい技術によって真つ先に影響を彼るのは、熟練植字工さんや町

工場の人々のように、等身大の手の技術によつて生きてきた人々なの花

すでに社会のコモン・キャリアが鉄道から通信へと大きく変化をしてい

る現在、新しい技術と社会の本質を伝える本が必要ではない力、

米               *               *

ヴィリリオの 働 かない葬り物五物 員批力剣 (1990)という類

近刊書 12002年秋、新話請的 では、卿 が実体化する物理世界に

迫り、速度が作り出す新しい空間の物理的恨拠が明ら力Wこされる。

ポール ヴィリリオ

ピ ア か ら の 脱 出 口 を 求 め て

「】 拍 の思想家ポール・カ ブリオ切 陶酌ミ副 離 つで 0ヽ私 その韻 には、輸 鈍軒物球 映ぐ酸

紛争がある。湾岸戦争、コノボ紛争、そして的 同蒔 口。いずれもヴィリリオが初期のイ特財灯速度と口輔剰以

来、「時咲鞄的蚊那でその危険を予告していた「全槻尊義抱としてのサ代,半 戦争、ナイバー・テロの構図にそつく

り納はつでr るヽとはいえなし功、そんな中で、彼が 1993年に書′ヽポ 情報エネルギー化社会』の邦訳が出え

ィリ病 Qい う「駒 は一般にこの言葉のもつ軸 メージと!浬穀反に、政椅鋪頻α 要強「空間」を翠錫送せ

る権力的企図と密接な関係にある。同様に、軍の兵靖技術に起源をもつというメディアは、人間から「雇義鶏蜘を奪

い、少数の特権的なグループによる期 確可能にする印 数 のだ。し力も現代、最新のテクノロジー

を駆使す夢 ディアは、電磁波速度としラ鴨鋼魅度」を打許こ歩サし、テレビ帥 さな噂 じて,乃膠

イム対闘乾十方的に配信する怖軽紡難犯聴酎甥砲を実現した。"rリリオはこうしたメラれfアのお 論酒姓帰

能 所 J効 で明ら力Wこする。

ゲ ット寸 ヒした師 でこ丸文うレーチマレな現実にさらさ海 嫁 は、釈 晩 献 でのコこ ウ ーカ ン棒

われ、ますます孤立けQヽく。一方、メディアを一手に握潮階力は、メ:舟ィアのもう衝勢的旬解放力や、今や地球上の

すみずみにまで勘 めぐらされ部 、後 の巧妙な支配の設 して利用けQヽく。メディア化の行きつく先に

かし、この書物の面白さは、一種の過渡性が刻印されで′ヽることだろう。二大超大国の抑止体制が崩れた後、ヴ

ィリリォは目前の岬 の間を経やかに行き来しつつ、「速度」という自己の方法的仮説の有効性獅 めゝてい

く。なるほど、訳者の指摘どおり、ヴィリツオは世界そのものを汚染し、現実を抹消するサイバー勁 もどのようにし

て抜けだしたらよいか、角櫓的な処方を示しているわけではない。(功ヽし、この逆ユートピアとしてのメディア論は、

現代の薄気床の悪い擬似空間の中で、倫理的主体の生き税ルをい力Wこ確保するかという著者の強い危機意識に支

えられ0る こともまた確かだ。達意の訳文が″芭uとkし、

泌日置電□■■□■ 「質 的 な最 短 距 離 」の発 見 へ向けて



2002年 3月 8日、早聴田大学入鶴配雛ぎこ 訴盾

弾             韓

の桑田薩彰・― L・出□雅敏・白輸 跳

議調よ多岐にわたっ働 ヽとりわけ情報|し社会にお

ける政治と徹 あるいは噺 たな速度への乗り方」

卸 )があらため珂問働円亀 以下、各自の発言

の要旨を記す。

◆冷戦後の新化なWSt受 けて

大野 原 著は 1993年 に出版されています。

ヴィリブオは冷戦終結後、「抑止」の喪失とい

う新たな事態を受け、メディアに対するコン

トロールを失つた世界が辿る論理的な帰結を

描き出しているといえます。

ブィリリオの立場は初期の 『速度と政治』

(1977)から一貫しています。ただ、『情報ユ

ネルギー化社会』では、主として書かれた時

期のしからしめたと思われる、ある種の揺ら

ぎが認められまする優生学や都市の暴動に対

する両義的な態度もその一端です。

とはいえ、彼の強烈な危機意識の背後に、

ある倫理的な態度決定があることを見逃すべ

きではないでしょう。権力は高速化した情報

を支配し、政治的な交渉の可能性を捨象しま

す。メディアは敵を情報に還元し、その消去

を執拗に指峡する。彼は全世界の情報汚染と

いう状況を前に、皮膚感覚に出来するかのよ

うな激しい拒否の身振りを発しているのです。

◆島■日とその危機

桑日 ウ ォルター ・リップマンはすでに 『世

論』(1922)で、民主制における閉鎖性の問題

を、情報の問題として指摘していました。ブ

ィリジオ自身、古代ギリシア都市について同

様の問題についてふれています。彼が本書で

いう民主制の危機は、それ自体は少しも新し

い問題ではありませゑ

また 「メディアイ陶 という本書における重

要な概念にも、歴史的には属領化という意味

がありま曳 この二重性も、情報の伝播と権

力の間接支配との古くからの繁累を窺わせる

ものでしょう。
一般にブィリリオの議論は、大袈裟すぎる

印象がありまするたとえば情報が高速度で移

動しても、身体も同様の速度で移動するわけ

ではない。だがヴィリジオは、しばしば情報

と身体の移動を同一視します。それは実際に

は社会的な趨勢でしかないものを、あたかも

全面的に実現されたものであるかのように語

る彼の論調とつながります。その意味で、本

書は危機を煽りすぎている感もありますが、

われわれに新たな速度への乗り方の模索を提

起しているともいえるでしょう。

訳文は、原文の徹底した咀鳴をめざしてお

り、「原文への忠実さ」という点で、多くの問

題を投げかけています。

◆目球の間E

白石 ヴ ィリジオは、80年代には、国家と戦

争の関係に焦点を当て新鮮でした。だが本書

には既視感がある。

彼の語る情報化社会は、市場が支配する現

状とあまりに癒着しています。とはいえ、過

度の情報化は、むしろ身体の問題を浮上させ

ます。同様に、資本の狙阪は、国家を喫緊の

問題とするはずです。本書は、難局の所在を、

逆説的に照射するかのようです。

座談会の模様

◆『地政学的』案臓

出ロ フ ランスでは、かつて辺境化に苦しん

だ山村社会が、「自然公園」として新たに自己

想定を試み、都市や都市民に対抗する形で現

実空間を解体し、これを象徴的に再編してゆ

く 「地政学的」実践も生れています。ブィリ

ジオが語る空間変質の論理に積極的に飛び乗

ることで、生きるスペースを拓く事例です。

◆ヴィリリオの世雰

土屋 ヴ ィリリオヘの興味は、アル トーの言

葉を提えるために、実体を離れた思考を求め

ていたことに出来します。

ヴィリリオの世界は、マッハの感覚論と通

じています。ニュー トンカ学は現象を絶対的

な空間に位置付けるのに対し、マッタヽにとつ

ては、現象はある種のインタフェイスです。

そこでは、世界はイメージであり、車窓の風

景と同様に、相対的な速度によつて伸縮する。

ブィブジオの速度概念は、こうした関係論的

な認識を前提しています。

ブィブジオにとつても、冷戦の終焉は大き

な分水嶺です。でも冷戦の末期には、コンピ

ュータの情報処理速度と人間の判断力のあい

だに、すでに開縫しえない不均衡が生じてい

ました。冷戦構造はメディアの力によつて崩

壊したのです。それはメディアが支配的な権

力となることを意味します。たし力寸こ本書で

は明確な処方は示されていません。情報化社

会に即した対抗的な振る舞いの生成は、われ

われ自身の倫理的な課題なのです。

(編集/白 石)

●リラ狛池袋館 松下康子

メディアと権力が政治や社会に及ぼす影響力、

これが 「9。11」以後いかに大きなものかを見せつ

けられている中、メディアスタディーズの売行が

比較的好調である。特にマクルーハンの 『メディ

ア論』(みすず割弱、ベンヤミン 随譲嚇諭問代

の芸術』(晶■■D、マーク・ポスター『情報障式論』

齢 現イt姉 弱、ドレイファス『インターネット

について』健業図罰 等の本格的論考が定番

で動く。ブィリリオについてもこうした流れの中

にあるようで 『情報エネルギー化社会』をは

じめ 『幻滅への戦略』『速度と政治』等がよく売

れている。

私見だが、これはここ半年、E.サイードの本

が非常に売れていることと繁がっている。膨大な

「9・11」関連書の中で 「選択と集中」が起きて

いる。混迷を深める現イ惟 の諸相を読み解くた

めに広い視野を提供する 「骨れ の思想があらた

めて必要とされているのではないだろう力、

★ミニ・フェア情報(『ヴィ8"オの世界」と社会)常 設 'VE3池袋館 大文神 一ナー★

[主要出品リス用>レ ジス・ドブレ/西垣通監修■輸 正樹訳 『メディオロジー

宜言』岬 出脹 2940円)>メ ルロ・ボンティ/中島盛夫訳 『知生の現象
判 い 出版局、7140円)レ フリー ドリヒ・キットラー/石光泰夫・

石光輝子訳 『グラモフォン・フィルム・タイプライター』(筑要書房、御鈍円)
>カナダオンタジオ州執菅塔祷レ伸(打(市民のテレビの会)訳 『メディア・リ

テラシーーマスメデイアを確み解く』(リベルタ出版、351J7円)>Wテ レンス
・ゴードン/宮澤淳一訳 『マクルーハン』(ちくま学芸文蔑 1050円)>,ブ
ルデュー監修/櫻本陽一訳・解説 『メディア剛 麟 書店、1890円)レJ
フィスク/伊 藤守ほか訳 『テレビジョンカルチャーーポピュラー文化の政治
判 得出触 42m円 )※税込価 関連書が並ぶリブロ池袋館

ニューれター2002年5月10日創刊号口田田□EEEI望河■



本と社会‐をつなぐ視座 聯押脚

● 土 屋 進 (中釣 畔 仏 教員/現 代思想)

ブィブリオが語るように、「地球は一つのスクリーンとなった」ことを

明らかにしたのが、9月 11日の事件だつた。

アメリカはスバイ衛星を使い、10センチ角の精度で監視できる 「エシ

ュロカ という情報網を組織し、全世界をスクリーン化している。噛

が、たつた 17インチのスクリーンの中に収められているの亀 このよう

に圧倒的な情報力を持つアメリカが、メディアの特性である双方向性と

いう壁に突き当たつた。世界貿易センターの映像はリアル ・タイムで世

界に中継され、全世界の人々は 「スクリーカ に映し出された 「現笑」

を共有した。=方 、カタ‐ルの衛星放送局アルジャズィーラはアメリカ

が報道管制を敷くな力、 ビン・ラディンのメッセージを報道し、アメリ

カに敵対する側の論理を世界に伝えた。それは圧倒的な情報力と資金力

を持つ者がメディアを支配できるという幻想を見事に打ち破った。改め

て 「イメージの戦争」の特殊性に気がついた人々は、今、情報の収集だ

けではなく、情報管理を始めている。

● 白石 嘉 治 仕 智フじ 仏 教員/押 )

ヴィリリオにとつて、おそらくヴォーバンは重要な存在である。ヴォ
ーバンは17世紀フランスの軍人 ・建築家であり、当時の絶対五権下で、

軍事技術の刷新に貢献したことで知られている。ブィリリオも建築家で

あり、現代の軍事技術の革新について語り続ける。

期 封圏麿だけにとどまらなし、 フランスの国覧をほぼ画定したのは

プォーバンであるが、彼潤曖昧な国境地帯に国境線を引き、線に取り囲

まれた空間としての国家を創出する。その同質的な空間のなかでは、人

間はいわば厚みのない 「1蔀抽 であり、ブィブリオが強調する 惚海脹ユ・

人間の鏑 陶 も可能になる。じつさい、ブォーバンは国勢調査に尽力

し、動員可能な総体としての国民を見出すとしかも彼が国境線を面定し

たPblよ その精密な模型が作られ国隊糠磨として保管されていた。今

日、博物館でその模型の残骸を目にする者は、ブィブリオとともに、近

代国家が 「撤 的 ないし 「全体を縮小する幻想技術」と不可分である

ことに思いを巡らすだろう。

● 桑 田謹彰 (駒為 暇 鞍 員/哲 学)

ブィリジオのキーワー ド、「メディアイ臼 (m&挽 述nionlは 、「メ

ディアによる伝播」ばかりではなく、呼馳繁,軽岡陶 たとえば 「陪巨イ陶

(=「叉衆紹陶)を も意味する。

そもそも 「メディア」とは 「媒介」のことであつて、たとえば大名の

直臣は、将軍に対しては大名を媒介にして陪臣となる。近代政治におい

て、国家と個人を媒介するのは、議会であり言論である。

しかるヤこ「政治」と 「倫理』は、アリストテレス以来、不可分のもの

として論じられてきた。国家の統治という政治的ベクトルと、個人の自

律という倫砲的ベクトルは、まさに媒介としての 「メディア」において

交差する。

だから、現代のマス ・メディアについても、その政治的な権力支配が

告発されると同時に、その倫理的な言論の自由が擁護されるという事態

も生じる。

問題は、現代のマス・メディアがあいかわらず 「言論の自由」を楯に

取りつつ、その倫理的魂たる自律を失ない、バランスを崩して、政治的

権力支配に取り込まれている点である。

● 出 回雅 敏 (モンペリエ第3栄 器 壮 調 シ 牧 化人贈

「遠く」には、別の暮らしがある。人類学者はそれを信じ 「附 に

よつて仕事をしてきた。だが今日、ジャンボ旅客機や電子メディアは惑

星をますますくるみ、地球の裏側の人々とさえ僕らは空間や時間を共有

する時代に暮らしていて、人類学者は 「距離」を見失つている。
一方、ブィリジオ的視点に立て,ま 人類学から 「距離」を奪うこのテ

クノロジーの力m署翔果が、醐 にも力つ て騨 こ「軸 を獲得さ

せたのであり、問われるべきは、速度体制の内部で成立してきた人類学

的移笥亀 速度体制は、「遠く」の彼らとの 「櫛抱 獅 J さヽせ同一の空

間中時間を享受させると同時に、不平等な関係、運別時分断の論理も一

気に貫徹させる速度の強椅亀 人類学はそれを批判的に問題化し、この

速度体制に潜む 「踊離」を見抜く作業が課されている。なぜなら、文化

的抵抗から地図上に 「曲 が新たに引き直される事態や、また彼らと

「近く」に暮らしていても見えない 「S騨的 が51かれ、幡衣」互じWこ分

断される事態にも僕らは直面しているから亀

編集後記>騎 隷障弓移レギー化社会』の邦訳出

胸ま8勺ギ市朗 国髪坪う に博鍬爵された

当時はまだrrといぅ用語も日新しく、約 思

細まギ卒ニューアカ世代に 随珠球¢世界像 ・

的 として受容されていたに過ぎない卜し

かし仮想現美の実像が私たちの日常世界の至る

所でブアルな現実として立ち現れ始めた今日、

本書で描かれたその現実についての議論が盛り

上りをみせているレ人文書のは ただ目新
しい思想を誰よりも先に紹介すれまよいという

ものでまなし、まして、広く受容されたネタを

アイデア商品Fヒして量販を狙えばよいものでも

ない>ム〕提封獣反t色必要な簿曜響姥は、日の

前の安易■ぷ トセラー作リー に惑わされ

ず、線 を欄 離 し、帥 脚
プロセスに敏感になって、思想が呼び起こす議

論の空間的・時間的広がりを測野に収めること

ではない力、[『的 レ:■寸酪堂判編集担当剤

ひ が み 虫 縄 為
どうにも我慢がならなし、 というほどではなし均ミ、このところ、いや、かねてよりあまりにもいし功競 出

し方に腹立っている。ゴースト・ライターを使いながら、「自著です」などとのたまわって、記者会見やサイン会

を開いてみせる稚戯的な 《タレント本》ならいざしらず、どこかの媒体に発表したノートの切れ端ごときエセイを

まとめただけの 伸 聯 書や、原著の言語にはたしか半可通なはずの名ばかりの監修者を立てて、し功章こも売らん

ヵ強c橘溌議品丸出しの訳書、宣体雰取 文ヽ句ほど日端 のな▼ぶ玖 トセラょ さらにラベルを張り替えたβナ

で新しさを行う、おためごかしの断舗書・七売れない本の書き手としては まことに苦虫を噛む想いである。暁

れた部分Jに司携径済の原則を求め、返す刀で詩を言葉の生費と喝破したG・バタイユー流のアフォリズムをよし

と抑 ま なるほどこうした現象は消費文化の生態孫をつとに象徴するものといえるだろう。だが、ありていに言

って、まさにこれはシャルラタン的デカダンえ 少なくとも、正統の対抗原理としてほかならぬ正統を演出する、

シャルラタニズムの rs」 的 、らはほど調 、徒に売れ筋を追わず、未来に資する本作りを愚直に求め

る。この職人芸的ロマンティシズムを愛するの1よ ひとり筆者のみではない幌

ネシャルラタン…逝掛滋鶏桜詔傾ブゴ副彊の山師たち

孤臣盟弱田】望河E思索が開花する社会へ!


